
ふくらの家は、子ども塾をはじめ、小・中学生への国

際理解講座、在住外国人の生活相談、市民への外国

語講座など在住外国人と市民とのふれあいの場とし

て活用されています。ぜひお立ち寄りください。

2020年11月発行：

2,015 904 1,111

（2020年 9 月末現在）江南市の外国人住民数
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場所　ふくらの家（日曜日は多文化プラザで開催）

………ワイワイにほんご………

ふくらの家 毎週火曜・木曜日
 15時～17時30分（小学生）

  17時30分～18時30分（中学生）

藤里小国際ルーム 毎週火曜・木曜日 15時～17時30分（小学生）

【法人・団体会員】（2020年10月時点）

〈法人会員〉　愛岐毛織㈱、愛知北農業協同組合
Advance Build㈱、(一社)江南青年会議所
㈻聖英学園、㈻滝学園、㈱尾北
岐阜信用金庫江南支店、
JA愛知厚生連 江南厚生病院、昭和建物管理㈱
大成㈱、坪内印刷工業㈱

〈団体会員〉　愛知県立尾北高等学校
江南市女性連絡協議会、江南市立古知野中学校
江南市立古知野東小学校、江南市立西部中学校
江南市立藤里小学校、江南市立門弟山小学校
江南ライオンズクラブ、江南ロータリークラブ
清玉書道会、バングラデシュ教育支援の会（ＢＥＳＳ）
尾北シニアネット、藤間流藤喜会、ふそうの会
街の便利な文房具屋さん ハマヤ、まゆの会
民踊連盟 江南支部

〈敬称略、五十音順〉

江南市の人口：100,364人　うち国籍別人数：
ブラジル459人、フィリピン399人、中国348人
ベトナム285人、韓国・朝鮮174人など　36カ国

（Chu shajyo・Kanban）
ふくらの駐車場・看板

多文化プラザ
（Tabunka Plaza）

多文化プラザ事業のご案内

ボランティアを募集しています。

わいわいプラザ交流会
毎月テーマを変えて交流会をおこなっています。
毎月１回程度開催

多文化子育てサロン
子育て中または妊娠中の保護者が集まって交流を深
めています。　※江南市国際交流協会自主事業
毎週火曜日　午前１０時～１２時

※興味のある方はふくらの家にお問合せください（0587‒56‒7390）

江南市国際交流協会（KSI）では、地域で暮らす在住
外国人と市民との交流や、多文化共生社会の推進を
図るため、様々な事業を行っています。次のような
サポート活動に興味のある方、又ご協力いただける
方のボランティア登録を随時受付しています。

●日本語教室ボランティア
●外国人児童学習支援ボランティア
●事業ボランティア

　
（国際交流フェスティバルなどイベントの準備や運営）

 ●クッキング教室ボランティア
 ●ホームステイの受入れ　など

★　力の結集、ＤＶＤができました！

ふくらの家では、図書館や児童館などに行き、子どもたちに読み聞かせをしてきました。しかし、新型
コロナウイルスの感染が広がり、施設に訪問することができなくなりました。そこで、子どもたちを始め、
みなさんに、外国のお話を楽しんでいただければと思い、自作の外国の紙芝居をDVDにしました。各国で
多くの人達に親しまれてきたお話を、母国の言葉と日本語で収録しました。お話の読み手として、地域で
お世話になっている方や、ふくらの家で学習している外国の方々に、ご協力をお願いしました。皆さん、
感情を込めて読んでいただき、とても楽しいDVDになったと思います。
（コロナで、心がちょっと悲しくなった時、この外国の紙芝居を見て、心がちょっと元気になるといいな・・・・・）
機会があれば、ぜひ、ご覧下さい。ふくらの家では、いつでも、見られます♬ 一日でも早い、新型コロ

ナウイルスの終息を願い、また、図書館や児童館で子どもたちと、紙芝居を通して交流できる日を楽しみに
しています。

収録の様子①

図書館にDVDをお届け

（収録に協力してくださった江南警察署のお巡りさんとパキスタンの子どもたち）

すいとぴあにDVDをお届け

完成したDVD

学童にDVDをお届け

収録の様子②

みんなの力が集まれば、どんな時だって、笑顔になれるよ！

“ Let’s do our best and not lose to the Corona Virus “
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WITH　コロナ　オンラインで　笑顔

ご協力ありがとうございました！

世界の弁当で、コロナ禍で困っている方々を支援

わいわいプラザでは、毎月皆が集まって、世界の料理を作って食べたり、初詣や七夕など、季

節ごとのイベントを行ってきました。

しかし、今年は新型コロナウイルスで全て中止。こんな時だからこそ何かできないか？と考え

ていたところ、新型コロナウイルスで職を失った方、売上が激減したお店の方、国際交流フェス

ティバルに出店できない方などが相談に来られるようになりました。

「寄付金を募り、返礼品としてお弁当を渡し、困っている方々を支援しよう！」と始まったのが

「世界の弁当プロジェクト」です。

第１回ブラジル、第２回フィリピン、第３回ネパール、第４回インド料理店、第５回中華料理

店の支援を行いました。普段食べられない珍しくて美味しい料理が食べられるし、支援もできる

一石二鳥の機会！各回とも、沢山の方々にご協力いただき、集まった寄付金を対象者にお渡しで

きました。

コロナは収束の目処がまだまだ立ちませんが、このプロジェクトは継続していく予定です。

Facebookやブログで告知をしていきますので、一人でも多くの皆様のご協力をお願いいたします。

第１回　ブラジル 第２回　フィリピン 第３回　ネパール

第４回　インド

お礼のメッセージ野菜の寄付も！

準備の様子

ご協力ありがとうございます！

子ども塾 お話し広場 ワイワイ日本語

(早く友達に会

いたいなあ)

(家で日本語の勉強がで

きるので、随分、上達し

ました)

(Zoomで「絵本タイム」

をやっています)

(感染対策をして対面で、

受験勉強です)

『みんな仲間！Team KOKORO マスクプロジェクト』

新型コロナの感染が拡
大しています
名古屋難民支援室 名嶋 
聰郎様,大隅 久良子様か
ら、ご厚意でマスクを頂
きました。困難な今だか
らこそ、みんなで乗り越
えたいと思います第５回　中国


